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１． はじめに
現在，金融業では，資金仲介・資産運用・資金決済などあらゆる分野におい



















































































































































































表２では，米国の大手電子決済処理会社 TSYS (Total System Services Inc.)
が毎年１，０００人以上の消費者を対象に実施しているサーベイ調査 “U.S.
表１． 各国における２０１５年の「現金流通高／名目 GDP」比率
日本 アメリカ イギリス ユーロ圏平均 スウェーデン
２０．６６％ ７．９０％ ３．７２％ １０．６３％ １．７３％
【出典】 国際決済銀行 “Statistics on payment, clearing and settlement systems in the CPMI countries 2015”
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表３では，英国の決済事業者の業界団体 Payments UK が刊行している “UK








behaviour of the Swedish population”（回答数はおよそ２，０００）の２０１６年調査か
ら得られたスウェーデンの家計による決済手段の選択状況が示されている８）。
６） “When given a choice, what payment form do you prefer ?” という設問に対する回答結果
７） “UK Payment Markets – Summary” では，平均的な英国の成人が２０１５年に行った１か月あ
たり５４件の支払いにおいて，使用される決済手段の内訳が示されている。




調査年 現 金 デビットカード クレジットカード その他
２０１５ １１％ ４１％ ３５％ １３％
２０１６ １１％ ３５％ ４０％ １４％
注）「その他」には，小切手やプリペイドカードなどによる決済が含まれる。
【データ出所】 Total System Services Inc. “2016 U.S. Consumer Payment Study”
表３． イギリスにおける小額決済手段のシェア（２０１５年）
現金 デビットカード ダイレクトデビット クレジットカード その他
５０％ ３０％ １１％ ７％ ２％
注１）「デイレクト・デビット」は，（公共料金などの）口座自動引き落としを意味する。
注２）「その他」には，小切手支払いなどが含まれる。


























１５％ ６４％ ６％ ２％ １３％
注１） “Swish” は，スマートフォンに搭載されるモバイル決済・送金サービスを意味する。
注２）「その他」には，口座振替などが含まれる。




















































Frixos Melas (2016) によると，BIS の統計と Timetric 社の独自分析を用いた
２０１５年時点の推計で，現金決済が７８．８％のシェアを占めている。ただし，銀



































１，０００円以下 ５８．９ ６．０ １３．９ ０．４
１，０００円超５，０００円以下 ７９．１ ２１．２ １１．４ ０．４
５，０００円超１０，０００円以下 ６９．９ ３３．０ ６．２ ０．４
１０，０００円超５０，０００円以下 ５３．６ ５２．４ ２．８ １．０







１，０００円以下 ８２．５ ２０．５ ３２．２ ５．２
１，０００円超５，０００円以下 ７０．２ ４１．２ ２２．４ ４．３
５，０００円超１０，０００円以下 ５６．２ ５６．９ ９．６ ５．０
１０，０００円超５０，０００円以下 ４２．７ ６８．０ ５．３ ５．４



















































































の選択理論の先駆的な研究は，消費者の行動に着目した Humphrey and Berger




Market と呼び，Rochet and Tirole (2003) を端緒として理論研究が豊富に蓄積さ
れてきた。決済サービスの供給主体は決済事業者だが，需要主体は消費者と小










小額決済サービス市場の Two-sided Market としての側面に着目し，複数の




























































































































































































































意味する。特に EMV と呼ばれる IC カードの国際規格に準拠した方式への更
新（EMV 化）が国際的なコンセンサスとなっている１４）。EMV 化の推進は，ク
図３． FinTech の利活用が欧米の小額決済サービス市場にもたらす影響
１４） 規格の策定を主導した Europay International（当時の欧州における MasterCard ブランドの


















POS 端末を IC カード対応に更新しなければならない。もちろん，更新には高
額なコストが発生するが，更新するか否かの意思決定を行うのは，消費者では





















Apple 社による Apple Pay や Google 社の Android Pay が代表的なサービスで



















































































子マネー）が普及した。Suica や nanaco などに代表される電子マネーは，非
接触型 IC チップを採用し，利用者がこれを店舗側の端末にかざすだけで決済








































































































性の問題がある。実は FeliCa は，非接触型 IC チップの国際標準とされる Type
A / Type B とは仕様が異なり，現状では日本と香港などごく一部の地域でし
か浸透していない。なお，欧米で展開されるコンタクトレス決済（Apple Pay
や Android Pay など）も Type A / Type B に立脚したサービスである。FeliCa


















提供する戦略をとってきたことから，iPhone 6までは Type A / Type B しか搭
載してこなかった。このため，日本の iPhone ユーザーは，これまで FeliCa
基盤のコンタクトレス決済にアクセスできなかった。この点に関しては，日本
側からの働きかけで FeliCa が Type A / Type B とともに NFC（Near Field
Communication：近距離無線通信）の世界標準仕様のひとつに加えられるよう
になった。その成果として，２０１６年秋に発売が開始された iPhone 7からは
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